
事 業 計 画 書

令和３年度



建 学 の 精 神

　人間性に支えられた高度な工業技術者を広く学術の研鑽を通じて育成する　

  建学の精神

　人を育て技術を拓く（ひらく）　

  基本理念

　豊かな人間性の錬成とすぐれた工業技術者の育成

  教育目標

・学生の個性を伸ばすきめ細かな教育の実現

・産業界を支える自立した実務型技術者の育成

・国際社会で、職場で尊敬され、頼りにされる技術者の育成
（基本教科の確実な修得・コンピュータに強い技術者の育成・個性化への対応）

  教育方針

　工業に関する専門の学術と一般の学芸とを教授研究し、かつ、人格の形成と陶冶を図
　り、もって文化の向上に寄与する

  使命・目的
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令 和 ３ 年  度  の  事  業  計  画

　 １ ．基 礎 応 用 レ ベ ル の デ ー タ サ イ エ ン ス カ リ キ ュ ラ ム 編 成

　　統計やプログラミングの基礎的な知識に加え 、学科共通の専門領域に係る課題

　解決型学習等を行うデータサイエンス教育プログラムを策定します 。こうした取

　り組みにより 、数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム（ リテラシーレベ

　　ル ）の令和４年度認定を目指します 。

　 ２ ．Ｐ Ｃ 必 携 化 に 伴 う 効 果 的 な 授 業 の 実 施

ノートＰＣ必携化を契機に 、教職員のＩＴ教育リテラシーを向上させるととも

　に双方向性などの機能を活かした能動的授業を実施し学生の理解度向上を目指し

　　ます 。

　 ３ ．Ｉ Ｒ デ ー タ を 重 視 し た 教 育 改 善

　授業評価アンケートや学生の自己評価データを活用して 、ティーチング・ポー

トフォリオの内容を充実させ 、ＦＤ（ ファカルティ・ディベロップメント ）活動

を推進します 。また 、教学自己評価委員会を活用して確実にＰＤＣＡサイクルを

回し教育力の向上を図ります 。

　 ４ ．奨 学 生 制 度 見 直 し

　　経済的に就学困難な学生に対する国の高等教育の修学支援制度の導入を受け 、

　　本学独自の奨学制度のあり方について検討します 。

　 ５ ．学 生 の 学 修 機 会 確 保 と キ ャ リ ア 支 援

コロナ禍においても安全を第一にマスク着用や３密対策を徹底し 、対面授業を

　主体にしつつ遠隔授業の長所も柔軟に取り入れ 、学修の機会確保やキャリア支援

　　を確実に行います 。

Ⅰ　教育分野
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　 １ ．地 域 ・ 産 学 連 携 セ ン タ ー を 核 と し た 研 究 活 動 の 活 性 化

　　地域・産学連携センターを核として全学的に外部資金の獲得に努め 、教育研究

　の質向上と活性化を図ります 。また 、本学の研究シーズの中から地域産業の質的

　　転換に寄与する技術などに着目し 、その分野の研究・開発を強化します 。

　 ２ ．地 域 企 業 と の 連 携 協 定 に よ る 共 同 研 究 等 の 推 進

　　地域企業等と産学連携協定を積極的に締結し 、インターンシップや工場見学等

　による実践的教育の機会を増やすとともに 、共同研究等の推進によって研究の幅

　　を広げます 。

　 ３ ．工 学 と デ ザ イ ン の 融 合 等 に よ る 地 域 振 興 の 推 進

　　昨年度 、豊前市及び豊前市観光協会と連携して実施した観光産業振興の取り組

　みを参考に 、工学部が持つ技術力とデザイン学部が得意とするデザイン思考など

　を融合させ 、他の地方公共団体（ 以下 、「 地公体 」という 。）等にも応用できる地域

　振興プログラムの作成に取り組みます 。また 、苅田町の案内表記の多言語化（ 英

　　語 、中国語 、韓国語 ）に協力するなどの地域振興にも積極的に寄与します 。

　 １ ．大 学 機 関 別 認 証 評 価 の 適 合 判 定

　　内部質保証機能を重視した新評価システムに対応するため 、教育改革と改革に

　連動した自己点検・評価活動を推進し 、当年度受審する大学機関別認証評価の適

　　合判定を目指します 。

　 ２ ．事 務 処 理 の 効 率 化

　　政府の行政手続きにおける押印「 認印 」廃止の方針などを受け 、学内の諸手続

　きにおける押印の廃止や 、決裁手続きの電子化等を推進し 、事務処理の効率化を

　　図ります 。

Ⅱ　研究・地域貢献分野

Ⅲ　管理・運営 
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　３ ．危機管理体制の強化

　新型コロナウイルス感染症に対する経験を踏まえ 、危機管理マニュアルに加え 、

　ＢＣＰ（ 事業継続計画 ）を策定し 、大学の事業継続と学生の学修機会の確保に取

　り組みます 。また 、昨今多発している大規模な自然災害等に迅速かつ的確に対処

　するため 、苅田町 、社会医療法人陽明会小波瀬病院と連携して地域リスクマネジ

メントを構築し有事に備えます 。

　 ４ ．Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 推 進

　　教育 、研究・地域貢献 、管理・運営の各分野において日頃からＳＤＧｓを意識

　して活動するとともに地域社会や地公体 、企業等が進めるＳＤＧｓの取り組みを

　　積極的に支援します 。

　 ５ ．基 盤 整 備

　　　イ ）おばせキャンパス Ｊ 棟（ 第二体育館 ）改修

　　　ロ ）おばせキャンパス Ｉ 棟（ 講義・実験棟 ）改修

　　　ハ ）おばせキャンパス Ｎ 棟（ 情報科学センター）ＬＥＤ照明更新

　　　ニ ）おばせキャンパス Ｌ 棟（ 総合体育館 ）受電設備更新

　　　ホ ）おばせキャンパス Ｎ 棟（ 情報科学センター）受電設備更新

　　　ヘ ）小倉キャンパス　 Ｓ 棟（ 大学院・地域連携センター）プロジェクター 更新

以上
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